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ケーティ・リッチー
ほんとうにあったお話

はなし

をもとに書
か

かれました

「ただで受
う

けたのだから，ただであたえるがよい。」（マタイ10：8）

その朝
あさ

，学
がっ

校
こう

で，マーカスは転
てん

入
にゅう

生
せい

が教
きょう

室
しつ

に入
はい

って来
く

る
のに気

き

づきました。
「みなさん，おはよう」とベッカー先

せん

生
せい

が言
い

うと，みんなは
静
しず

かになりました。「こちらはハリムよ。この学
がっ

校
こう

に転
てん

入
にゅう

し
てきました。実

じつ

は，この国
くに

に来
き

たばかりです。
ハリムはずっとゆかを見

み

ながら，あいさつをしました。マー
カスは，ハリムの声

こえ

が，なんだかみんなとはちがうと思
おも

いま
した。ベッカー先

せん

生
せい

は話
はなし

を続
つづ

けました。
「ハリムがここに来

き

て，クラスの一
いち

員
いん

になってくれることを
うれしく思

おも

います。ハリムがかんげいされていると感
かん

じられ
るようにできるといいわね。」
ベッカー先

せん

生
せい

がハリムに席
せき

を教
おし

えているとき，マーカスは，
見
み

知
し

らぬ国
くに

に引
ひ

っこして来
き

て，見
み

知
し

らぬ学
がっ

校
こう

に行
い

かなけれ
ばいけないとしたら，どんなに不

ふ

安
あん

だろうと考
かんが

えました。
朝
あさ

のおやつの時
じ

間
かん

の後
あと

，ベッカー先
せん

生
せい

はみんなに，「びっ
くりすることをするわよ」と言

い

いました。マーカスはせすじ
をぴんとのばしてすわり，先

せん

生
せい

がかばんから取
と

り出
だ

そうとし
ているものを見

み

ようとしました。それは，小
ちい

さなバケツでし
た。先

せん

生
せい

はそれらのバケツをクラスのみんなに配
くば

りま
した。
「一

ひと

人
り

一
ひと

人
り

の心
こころ

には，このような見
み

えない
バケツがあるの」と言

い

って，先
せん

生
せい

はマーカ
スに黄

き

色
いろ

のバケツをわたしました。「人
ひと

に
親
しん

切
せつ

なことをしてもらうと，バケツはいっぱ
いになっていくのよ。自

じ

分
ぶん

が親
しん

切
せつ

なことを
すると，人

ひと

のバケツをいっぱいにすることが
できるの。例

たと

えば，お母
かあ

さんがだきしめてく
れたら，お母

かあ

さんはみなさんのバケツをいっぱ
いにしてくれるし，みなさんがだれかに親

しん

切
せつ

な言
こと

葉
ば

をかけたら，その人
ひと

のバケツがいっぱいになるのよ。」
マーカスは親

しん

友
ゆう

のカレブを見
み

ました。なんと，カレブ
も黄

き

色
いろ

のバケツを持
も

っていました。
「今

こん

週
しゅう

，このバケツをつくえの上
うえ

に置
お

いておいて，
おたがいにすてきなカードを書

か

きましょう」とベッ
カー先

せん

生
せい

は言
い

いました。先
せん

生
せい

は小
ちい

さな紙
かみ

切
き

れ
をたたんで，バケツの中

なか

に入
い

れました。「こうすると，みんなの心
こころ

の中
なか

の見
み

えないバケツ
を思

おも

い出
だ

すことができるでしょう。人
ひと

に親
しん

切
せつ

にして，バケツ
をいっぱいにする人

ひと

になりましょう。」
マーカスは紙

かみ

を取
と

り出
だ

して，カレブに何
なに

を書
か

けばよいか
考
かんが

えました。カレブはスポーツが上
じょう

手
ず

なことを書
か

いてもいい
かもしれません。でもそのとき，ハリムを見

み

ました。ハリム
はかたを落

お

とし，さびしそうでした。
マーカスは，ハリムにも以

い

前
ぜん

住
す

んでいた場
ば

所
しょ

に親
しん

友
ゆう

がい
たのではないかと思

おも

いました。親
しん

友
ゆう

に別
わか

れを告
つ

げることは
つらいことだったでしょうし，こんなに遠

とお

くに引
ひ

っこして，不
ふ

安
あん

だったにちがいありません。
マーカスは，つくえの上

うえ

に置
お

かれた白
はく

紙
し

に目
め

を落
お

としま
した。すると，いい考

かんが

えがうかび，ペンを走
はし

らせました。
「大

だい

好
す

きなハリムへ，
この学

がっ

校
こう

にようこそ。もしよかったら，休
やす

み時
じ

間
かん

に一
いっ

緒
しょ

に
遊
あそ

ぼうね。ぼくは君
きみ

の友
とも

達
だち

になるよ。カレブもきっと君
きみ

の
友
とも

達
だち

になってくれるよ。
マーカスより。」
そして，マーカスは，丁

てい

寧
ねい

に紙
かみ

をたたんで，それをハリムの
バケツに入

い

れました。ハリムはにっこり笑
わら

いました。マーカ
スは温

あたた

かくて幸
しあわ

せな気
き

持
も

ちを感
かん

じました。人
ひと

のバケツを
いっぱいにするのが好

す

きになりました。●
このお話

はなし

を書
か

いた人
ひと

は，アメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

アイダホ州
しゅう

に住
す

んでいます。
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わたしは親
しん

切
せつ

になることができます
「家

か

庭
てい

，学
がつ

校
こう

，職
しょく

場
ば

，または遊
あそ

びの中
なか

にあって，わ
たしたちはみな，心

こころ

のこもった親
しん

切
せつ

な行
おこな

いとい
う特

とく

質
しつ

を育
そだ

てていくことができます。」

ラッセル・M・ネルソン大
だい

管
かん

長
ちょう

 
「模

も

範
はん

から学
まな

ぶ」 
『聖
せい

徒
と

の道
みち

』1992 年
ねん

1 月
がつ

号
ごう

，66
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